
事例報告   

3）高知県安芸地区（2次医療圏）の  

取組みについて  

高知県総務部職員厚生課  

職員健康推進監  

杉 原 由 紀   



高知県毒害地区（2次医療園）の  
取り組計について  

高知県総掩都職員厚生諌  

穆庶 由紀  

宅暮地区勤労者健康づくり推進協議会  

・零芸・室戸地域に訴什る勤希書匂健康づくりを推進   

するた仇、との現状、向薙点、対賃等に閲する必零   
ぢ事項の條討を行う仁と毛に、間侶機隕相互の連絡   
網整を困ることを自的に平成I3年一月に投立。  

・協議会臥情報交換、協働事業の措介、事業の報告、   
研修ぢ亡を行う。  

・構成〆シバー  
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平成lさ年度 零甚地区勤鰯康づ＜り推進協旛金 手鼻毛簿  

専碁脅腑準監督書 書轟  

電苫・蕾轟地嶋豪♯悔tセンター コー〒■ィネ一々ー  

重戸市商工会事翔周一 周贋   

会長  窄暮罷工金脈 書一義理事  

中碁地区商工電鍵センター 事粍局最  

芸西商工会 経営権導A  

土佐あき■協総粍管理繹 人事鮪  

北川村榊組合 組合書  

誓芋林業事粍所 振興鮪  

毒手楕社傭儀搾備t監（所長）  

室戸市備t介鞭縫 鮪  

毒手市鵬橋牡事粍所 所長  

薫洋町触楕牡縫 鵬  

奈半利町傭離楕社旗 雄鳥  

田野町鯨聾椿社旗 雄鳥  

笹口町町民生活謙 譲長  

北川村住民繰＋譲長  

点格付僻橋牡謙 鮪  

芋番付t應橋牡繰 諌長   
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協議会の考え方  

・監督で博昭く、協働的で継続的ぢサービス提供   
事業所例不十分ぢ点を指導す与というきり、協働して継続的ぢ改善を  

・ニース調査の結果や事業所から出こ重た〒マンドに応じた   
事業展開   

業種別の格差と零細事業所の多士  

・パートナーシイ7とネ・Yトワーク  

勤常昔lさ地域で生活し、働く着である  

・専門性の発揮 ～職場の健康りスウを総合診断～  
環境診断（作業機墳測定・人間工学チエ・γウ）と個別健康診断   

う 最終的な自療臥  

職場毎に生涯を通じて健康で生活し、働くた仇に惨  

何か必零かを理解してもらい、とのスキルを習得して  

もらうこと  

これ手での取り組計  

・農産物の集荷場で働く人々の健應つくり   

健康調査と作業環境診断、作業方嶺・若様の把握と体力測定  

・山で働く人々の健康づ＜り   

定期健康診断結果の分析、生活・健康アンケート調査、作業環礁診断  

森林組合健康増進つランの作成と健康つくり河薫  

・電気を作る職場で働く人々の健価つくり  

体力測定の実施とウオーキング指導  

・分煙のた仇の環境診断サービス・健康教育  

環境診断結集から喫煙対策の提案、実施  

・健康謬つりでのウオーキング指導  

健康状糎・運動実施状況に槻す与アンケートの実施と個別指導  
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平成Iさ年序の取り組計  

・毒害市健康辱つりへの参加   

（メタボりヤクシンドロームに関する普及啓発）   

・全匝に支社を持つグルーつ企業匂小規模地方事業所   

に訊什卦体九測定訳さび健康教育   

・小規模建投業に訴什a安全教育   

（専全衛生マネージメントシステムの導入）   

・峰アナフィラキシー対策への取り組計   

（環境保全型農業の推進と宅全対策）  

I．第さ画 あ己・元気フェスタ  
（宅暮市健康手つり）への参加  

内書：「ウェスト・サイ礼物語」～ち■つと高助」カー落とし   

穴〃 手ヨイウル訊やじ捗今が勝負～Jをキャッチプレー   
スにメタボりヤクシンドローム（内臓脂肪症條群）につい   
ての普及琶儀履行った。  

員捧均等取II組計：  

①パネル訳さぴポスターの展示  

②騰貞を困る宇一つ（脾由の正しい測定方法やメタボり・γウ   

シンドロームについての資料を添付した85／90c■の宇一つ   

を作成した）分配布   

メタボりヤクシンドロームについての指導を賓什たものに   

ついて、テ一つを配布した。（別名）  

⑧保健師にさる健康指導  
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評価：  

①メタボり・yウシンドロームについて捗関心が高く、   
さく誌を聞いてもらえた。  

（多子一っについても「家でも周って計る」と持ち帰り   

の希望が夢勧った。  

☆あま・元気フェスタにlさ宅暮市民的I000名が奉加。   
小±な子ども連れから高齢者手で幅広い年齢層の参   

加があり、健康への関心席電高い。   

協議会七して参加したた助、保健所職員の計でぢく、   
協雑会のメンバーもスタッ7として参加した。当8   
捗±手ゴ手な団体が奉加しているた助、他の団体七   
の交流も惨かることができた。   

ただし、一番ターゲットとしたい働宣盛囚世代の参   
加lさあ手II多くぢく、今維の課題。  

2．全回に貫牡を持つグルーつ企業の小規模  

地方事業所に訊l十る体力測定訳さび健康教育  

内奪：  

i群胤濯鮎毒幣慧を  
員捧的取り組計：  

（引隕打測定  

し（削計   訴鮎萱鮎堤陥計潤   
実施維、保健所にて個人の体力測定結果の評価を行った。   
②健康教育  

か 

蕉とメタボり・Yウシンドロームにつ  
韻語を行った。どの徐保健師にさ   
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r体力瀾走の結集」   

I）対象者：  

男性2さ名（平均年齢3丁歳）せ性さ名（平均年齢4さ歳）  

ヱ）肥満に関すること  

βHl（80dYHdざ∫lndex）：男性23．さ せ性ZI．9  

騰励：男性さ3．3emせ性 09．Tcm  
男性85em以上の昔；  

コ4歳以下ヱ0．0％ 35歳以上5さ．】％  
3）体力測定結果に関すること  

男性捗35歳以上で惇、反待横跳び（敏捷性）、長座位体  
前屈（柔軟性）、開眼片足立ち（バランス）の各項且で34  
歳以下と比較して有意に測定緒康が低下していた。  

評価   

☆対象企業博全励に貫牡を持つグルー7企業であるが、当該   
手指所lさ5～ZO人惇どの少人数事掩所の集合体であり、産   
業医、産業保健スターツ71さいない。   
本社からの指示に従い、一般・持株健診、過重常働対領等  
lさ一定行われているが、健診後の保健指導が徹底±れてい   
るわ什で停頓い。   

手た、従業員臥現地採用者脚少噂く、全盛規模で転勤す   
る者が大部分であるた仇市町村しペルで惨地域性民とい   

う視点で継続的にフォローを行うの惇困難であり、会社側の   
担当者も数年ことに転勤するた助、取棚阻計が蓄積±れにく   
いきうである。  
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3．小規模建設業に訴什る宅全教膏  

内奪：  

誓撃管領賀警紆是㌘象に・常働価生マネジ〆ントシ  

員体的取り組計：  

誌弓潤富、  

統監讐篭嘉毒害塞嘉島喜姦言合富戸え方に基づ竜、事   
⑨各自が具体的ぢ宅全計画の策定を行う。  

詳儲：  

・座学でl夢ぢく、グルーつ内での〒ィス巾・Yションを行いぢが   
ら、自分たちで自分たちの作業現場についての検討を   
行ったた朗、すくに実際の取り組計につぢがった。  

・若く経験の浅い労働者に対しこ年長者が具体的俗事   

例を通して指導を行う場面が見られ、今後事業所のス   
タ・yフを中心に取り組計を行う際の、基礎となっていくと   
考えられる。  
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☆対象事業所lさ従業員数拘ZO名。   
地元村が国保診療所と連携し、メタボりヤクシンド   
ロームについての取り組計を訊こ移って己てい軋肌   

けがを中心に事故件数が多く、手すlさ宅全村薫にきち   
んと取り組もうとのことで、当妖事業の実施と移った。   

☆事業主の理解もあり、今織膳町内の他の建設業とも連   
携し取り組計を継続予定。   

☆保健所として惇、保健指導を嘲困ロにするのが容易で  
lさある机 環境測定、宅全教育等の切り口lさ事業所例   
のニースが高いことから、取り組計をすす助やすい。  

4．峰アナフィ弓キシー対策へ命取り繊劇  

内書：  

・マルJヽ十代千・ミlγ八手を利用しこいるJlウス♯寮を   

対象に、蜂アナフィラキシー対策としてエビネワりン   
自己注射の普及啓発を拭計た。  

A捧的取り組計：  

・零甚農業振興センター、零芸地区農業協同組合と連携   
し、螺アナフィ弓キシーについての正しい知謹と情報   
を提供し、エビネ7りン自己注射の広報を行うた助の   
講習喝行った。手た、専暮市内の農家全戸に配布±れ   
る広報誌に蝮±±れ対黄に関する原稿を作成した。  
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☆環境保全型農業を推進するにあたり、高知県内のJヽ   
ウス農凛闇マルJヽナパ千・ミtγ八千を利用している   

（特に宅芸地域惨ナスの生産が盛んで積極的に八手   

の導入を行っている）机 高知県農業托術凛劇調麿   

にょるとマルJヽナパ手・ミlγパ手導入農家の丁さ％に   

刺壬れの経察があり、I5％lさIO虐l以上刺±れていた。   

手た、約I2％に全身的啓アナフィ弓キシー症状が疑   
われ各善がいた。   

早急に宅全村薫が必苧であったた仇、取り組計を   
行った机 今維環境保全型農業を推進するた助に宅   

全村薫lさ必須であり、専門的貫捷が必苧であると考   
えられる。  

書と朗  

・今維の取り組計について  
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